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この水 何の水?
か
つ
て
は
水
田
も
多
く
、
農
業
用
水
路
が
縦
横
に
走

っ
て
い
た
足
立
区
。
都
市
化
が
進
ん
だ
今
日
、
役
割
を

終
え
た
農
巣
用
水
路
の
多
ぐ
は
、
わ
た
し
た
ち
の
目
に

は
ふ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
区
で
は
、
こ
れ
ら
の
不

妥
に
な
っ
た
水
路
を
街
の
中
で
有
効
に
活
用
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

雨水をためて非常用に
水
路
が
貯
水
タ
ン
ク
に

不
要
に
な
っ
た
水
路
の
う
ち
輻
が
1
.
5
S

以
上
あ
る
も
の
は
、
も
と
の
構
造
を

可
能
な
限
n
巫
か
し
、「
貯
水
タ
ン
ク
」

に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
奪
T
。

こ
れ
は
防
災
対
策
と
し
て
大
変
有
効

で
、水
を
常
時
た
め
て
お
い
て
使
う
「
貯

留
水
路
」
と
、
雨
の
時
に
一
時
的
に
水

を
た
め
る
「
一
時
貯
留
水
路
」
が
あ
り

黍

。

火
事
場
の
強
い
味
方

貯
留
水
路

貯
留
水
路
は
、
普
段
か
ら
雨
水
や
地

下
水
を
た
め
て
お
き
、
火
事
の
場
合
の

初
期
消
火
に
使
う
ほ
か
、
大
地
震
な
ど

の
、
非
常
時
に
は
忠
宿
用
雑
用
水
(
お

も
に
ト
イ
レ
で
便
う
水
)
と
し
て
も
便

用
で
孝
豕
す
。
ま
た
、日
常
で
も
遭
路

や
生
け
垣
の
散
水
用
と
し
て
利
用
で
き

る
ぷ
つ
、
手
動
ポ
ン
プ
を
取
ひ
付
け
る

な
ど
の
整
備
も
し
て
い
き
ま
す
。

貯
留
水
路
は
、「
多
目
的
貯
留
水
路
」

と
「
砕
石
貯
留
水
路
」の
一
種
類
を
合

わ
せ
て
、
区
内
1
0力
所
(
総
延
長
5
千

揃
肩
、
貯
留
水
量
5
千
枷
t
)
の
整
備

が
完
了
し
ま
し
た
。

大
雨
で
も
安
心

一
時
貯
留
水
路

一
時
貯
留
水
路
も
、
雨
水
を
た
め
て

匐
け
る
よ
う
塵
備
し
た
も
の
で
す
が
。

「
貯
留
水
路
」
と
進
う
点
は
、
普
段
は

カ
ラ
ッ
ポ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
y
」と

で
す
。
台
風
な
ど
の
大
雨
で
、
下
水
遭

だ
け
で
は
排
水
処
理
が
で
さ
な
い
よ
う

な
と
き
に
、
雨
水
を
一
時
的
に
た
め
、

遭
路
に
水
が
あ
ふ
れ
る
の
を
防
ぎ
ま

す
。
現
在
、
区
内
7
ヵ
所
(
総
延
長
3

千
3
0
0
S、貯
留
水
量
4
千
濶
t
)
の
整

備
が
完
了
し
ま
し
た
。

↑ 多目的貯留水路の水を使 った東和4 丁目南部自治会の消火訓練

多目的貯留水路のマンホ ール 一時留 水路 のマンホール

水路のうつりかわり

昔は農業用水路

住宅地が増えると

排水路として利用

そして今…

貯留水路として
有効活用

～多目的貯留水路～

集合住宅等の雨水

道路の雨水

道路の雨水

親水水路に生まれ変わるものもあります。

計画に関するお問い合わせは…
中央本町庁舎・計画調整課
　3880 ―5201

第17 回

足立の
花 火

日
時
=
7
月
町
日
(
木
)
、午
後
7
時
1
5

分
～
&
睥
4
5分
(
荒
天
の
場
合
は
2
8
a

に
順
延
)

場
所
=
荒
川
河
川
敷
(
千

住
新
橋
～
西
新
井
構
間
)

問
先
=
観

光
協
会
(
中
央
本
町
庁
舎
・
産
業
振
興

課
内
)

　
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

神
戸
市
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

区
民
の
皆
様
　
温
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

1
月
1
7日
の
震
災
発
生
以
来
、
足

立
区
民
の
皆
様
か
ら
醂
か
い
励
ま
し

と
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上

け
黍

。

6
ヵ
月
が
経
ち
、
神
戸
市
内
で
は

復
興
に
向
け
て
の
つ
ち
音
が一
き
、

人
々
の
生
活
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、
落
ち
つ
い
た
状
態
に
戻
ひ
つ

つ
あ
ひ
ま
す
。
長
く
険
し
い
遭
の
り

で
は
あ
り
ま
す
が
、
神
戸
を
今
ま
で

以
上
に
魅
力
あ
る
街
と
し
て
よ
み
が

え
ら
せ
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り

零
歹
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
い

た
だ
孝
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

平
成
7
年
6
月

神
戸
市
長
　
笹
山
幸
俊

葦
立
ち

安
全
な
暮
ら
し

ま
た
、
大
地
興
が
あ
り
ま
し
た
。

北
の
大
地

一
面
の

誕

の
光
景

は
、
ま
る
で
フ
ィ
ル
ム
を
逆
戻
し

し
、
1
ヵ

月
前
の
阪
神
夲
竟
て
い

る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
一
瞬
に
簑
し

て
し
窖
7

地
震
の
恐
ろ
し
さ
。
神

戸
の
あ
る
被
災
者
は
「
こ
れ
ま
で

大
事
に
持
っ
て
き
た
本
が
、
本
棚

も
'
{と

も
崩
れ
。
私
の
命
を
奪
い

か
ね
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、

ほ
と
ん
ど
処
分
し
た
}

と
述
べ
て

い
ま
す
。「
安
全
な
暮
ら
し
」
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
、
豊
か
さ
や
ゆ
と

り
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
痛

感
し
声
レ
た
。

地
震
は
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
災
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
は
で
孝
豕
す
。
そ
の
た
め

に
大
切
な
の
は
三
つ
。
人
や
車
が

通
る
道
路
、
街
の
2

間
を
つ
く
る
{

一
1
、
火
災
を
防
ぎ
、
生
命
を
守

る
水
の
確
保
で
す
。
こ
れ
ら
は
区

を
あ
げ
て
整
臠
し
ま
す
が
、
も
う

一
つ
大
切
な
の
が
隣
近
所
の
助
け

合
い
で
r
o
y

兀

な
に
頑
張
っ
て

も
行
政
の
救
援
活
励
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
地
震
発
生
直
後
、
最

朷
に
生
命
を
敘
っ
て
く
れ
る
の

は
、
地
域
の
人
々
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
貶

」
ろ
か
ら
の
意
思
疎

通
が
と
て

も
大
事
で
す
。

区
が
や
る
べ
き
こ
と
、
区
民
の

皆
様
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
は

っ
き
り
と
し
、
共
に
安
全
な
暮
ら

し
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。区

長

古
性
直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発 行
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保

健

ガ

イ

ド

食
と
健
康
教
室

ホ
ン
ト
に
足
り
て
る
?
　
食
物
せ
ん
い

今
話
願
の
食
物
せ
ん
い
に
つ
い
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
=
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
の
気
に
な
る

方
、
真
味
の
あ
る
方

内
容
=
食
物
せ

ん
い
の
メ
リ
ッ
ト
を
学
び
、
お
肌
に
は
9
1
)

た
せ
る
(
ツ
ラ
ツ
体
操
も
行
い

ま
す

定
S
1
2
0人

費
用
―
無
料

申
込
I
I
話

※
い
ず
れ
か
お
近
ぐ
の

場
所
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

□
中
央
本
町
保
健
相
談
所

日
時
=
7

月
5
日
・
午
前
1
0時
～
正
午
、1
7日
・

午
後
1
時
3
0分
r
3
時
3
0分

場
・
申

・
問
先
a
中
央
本
町
保
健
相
鮫
所

(
3
8
8
0
)
～
5
1

□
千
住
保
健
所

日
時
=
7
月
1
8・
2
6

日
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

場

・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

健
康
教
室

あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫

〝骨
粗
し
ょ
う
症
〟っ
て
な
あ
に

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
寝
た
き
り
の

原
因
の
一
つ
に
骨
粗
し
ょ
う
痙
が
あ
り

ま
す
。
健
や
か
に
過
ご
す
た
め
に
若
い

時
か
ら
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

日
時
1
7
月
5
・
杪一日
(
2

日
制
)
。午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

内
容

・
講
師
I
I

日
目
・
:
病
気
の
原
因
と
予

防
を
考
え
る
(

園
田
茂
氏
・
東
京
都
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
医
師
)
/
2

日
目
・・・
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
を
探
る

～
骨
を
丈
夫
に
す
る
た
め
の
食
生
活
の

見
直
し
・
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
、
家

庭
で
で

き
る
運
動

※
筆
配
用

具
持

参
、運
動
し
や
す
い
服
装
で

定
員
-
5
0

人
(先
着
順
)
費
用
=
無
料

申
込

=
電
話

場
・
申
・
問
先
―
東
和
保
健

相
談
所

　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪

の
気
に
な
る
方
へ

次
の
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
気
に
な
る
方
や
動

脈
硬
化
が
心
配
な
方
を
対
象
に
し
た
講

座
を
閧
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

動
脈
硬
化
予
防
教
室

日
時
1
7

月
1
0・
2
4・
9
月
4
日
、
午
後
1

時
3
0
分
～
3

時
3
0
分

対
象
―
区
内

在
勤
・
在
住
の
方

内
容
=
1

日
目
・・・

あ
な
た
の
体
、
大
丈
夫
?
-

血
液
の
あ

ぶ
ら
に
つ
い
て
-
/
2

日
目
・・・
歯
の
健

康
と
食
生
活
-

気
づ
か
ず
珈

え
て
い
る

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

、中
性
脂
肋
y
l
/
3

日
目
・
:
さ
て
そ
の
呎
果
は
卜
健
診
結
果

と
最
新
情
報
I

定
S
1
4
0

人
(
先
着

順
)

申
込
―
一

話

場
・
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

健
康
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時
・
内
容
等
I
上
表
の
と
お
り

定

員
-
3
5人
(
先一
順
)

費
用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
―
江
北
保
健
相
鮫
所

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

こ うほく 健康アッ プセミ ナー
「コレ ステロ ールとつきあう 健康プラン 」( 5 日 制)
場所: 江北保健相談所( 7/ 24 のみ江北センター)

※希望者には血液検査( 1, 360 円) と体脂肪測定を7/ 3 にします。
また、万歩計の貸し出しも行います。

精
神
保
健
講
座

心
の
病
「
分
裂
病
」に
つ
い
て

日
時
1
7
月
1
・
2
2日
(
2
日
制
)
、午

後
2
時
～
4
時

内
容
=
1
日
目
・・・精

神
分
裂
病
の
最
新
治
療
/
2
日
目
・
:精

神
分
裂
舸
と
家
族
の
関
係

講
師
上
E

内
賻
氏
(
東
大
病
院
精
神
神
経
科
医
師
)

定
員
=
5
0人

費
用
―
無
料

申
込
―

電
話

場
・
申
・
問
先
―
東
和
保
健
相
談

所

　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

高
脂
血
症
予
防
教
室

今
ま
で
に
受
け
た
儺
診
で

、「
中
性
脂

肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い

」
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か

。
血
管

を
若
く

、
柔
ら
か
く
保
つ
た
め
に
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う

。

日
時
1
7

月
1
2

・
1
9
日
(
2

日
制
)
、
午
後
U

時
3
0分
I
3

時
3
0
分

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤

の
方

内
容
1
1

日
目
・・・
高
脂
血
症
の

原
因
と
予
防
に
つ
い
て
・
高
脂
血
症
を

改
善
す
る
運
動
/
2

日
目
・・・
高
脂
血
症

を
改
善
す
る
食
事
・
高
脂
血
痙
を
防
ぐ

生
活
を
考
え
る

定
a
1
5
0
人
(

先
着

順
)

費
用
―
無
料

場
・
申
・
問
先

―
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

女
性
行
動
計
画
広
聴
会
の
お
知
ら
せ

区
で
は
、
今
年
度
末
で
計
画
期
間

が
終
了
す
る
第
2
次
女
性
行
動
計
画

糞
収
町
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

計
画
改
町
に
あ
た
っ
て
、
広
く
区
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お

聴
き
す
る
た
め
に
広
聴
僉
を
閲
催
し

ま
す
。

日
時
1
7
月
1
3日
・
午
後
6

時
3
0分
～
8
時
、1
4日
・
午
後
2

時
～
3
時
3
0分

申
込
=
電
話
(
先

着
順
)

期
限
=
7
月
5
日

場
・

申
・
問
先
―
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

宿 泊 施 設 イ ン フ ォ メ ー ショ ン

9・10月分の
利用案内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左
下
表
)

で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
=
公
社
の

各
施
設
で
販
充
す
る
申
込
(
ガ
キ

図

円
)
に
、必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り

ま
す
)

期
間
1
7
月
1
日
～
1
0日
必

着
(
抽
選
結
果
を
7
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
)

受
付
―
当
選
者
は
、8
月
1
0

日
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

空
き
室
の
利
用

□
9
・
1
0月
分

抽
選
後
の
空
孝
至
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
l
金
曜
日
(
今
回
は
8
月
1
1

日
)
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」で
予
約

で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施
設
で

も
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
6
・
7
・
8
月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に
お

近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申
し

込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
す
)

● 各施設利用案内　9 ・10月利用分

※ 公社施設ですでに購入済みの宿泊施設抽選申し込みカード( 専用ハガキ) には「山中湖林間学園」「銘南自然の家」の表示がないものがありますが、
使用することができます。施設名欄に記入し、申し込んでください。

※ 利用申し込み は2 人以上。1 グ ループ、ハガ キ1 通でお願いし ます。

● コミュニティ文化・スポーツ公社一覧表

● 受付時間=( 1) ～( 19) は午前9時～午後8時、( 20) は午前9時～午後5時、( 21) ( 22) は午前10時～午後6時( 毎週月曜日休館)

那 須 ・森 の 家

□ 公開講座 「ウ ィンドウズ入門」日時=8 月25～30日、午前9 時 ～正午　定員=20 人　費用= 無料　申 込= 往復ハガ キに住所・氏名・性別・年齢・
「ウィンドウズ入門希望」と明記のう え郵送　期限=7 月5 日　場・申・問先= 都立淵江高等学 校　〒121 東 保木間2- 10 ―1 　3885 ―6971
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障
害
児
・
在
宅
高
齢
者
の
方
に

歯
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す

□
障
害
児
歯
科
診
療

日
時
=
毎
週
木
・
土
曜
日
、
午
前
9
時

～
午
後
L
時
(
祝
日
を
除
く
)

場
所
=

足
立
区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ

ー

対
象
=
区
内
在
住
で
1
8歳
未
満
の

軽
・
中
度
の
障
害
が
あ
る
方
/
診
凍
場

所
ま
で
通
院
可
能
な
方
(
ご
家
族
の
同

伴
が
必
要
で
す
)

※
重
度
の
方
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
療
を
行
い

ま
す
。

日
時
=
火
卜
土
曜
日
(
日
時

は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
)

対
象
―
区

内
在
住
の
6
5歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方
/

在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方

※
申
込

み
受
け
付
け
後
、
本
人
の
健
康
状
態
や

歯
の
状
態
な
ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た

め
、
診
療
閲
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の
日

歎
が
か
か
り
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
日
時
―
毎
週
火
卜
土
曜
日
、
午
前
9

時
3
0分
～
正
午
、
午
後
1
時
～
3
時
3
0

分
(
祝
日
を
除
く
)

費
用
―
保
険
診

東

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
足
立

区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
2
)
3
8
8
2

F
A
X
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

健康カレンダー 7月の予定

動物無料健康相談と犬の
登 録・狂 犬 病 予 防 注 射

日
時
等
―
衷
1
の
と
お
り
(
雨
天
実
施
)

内
容
―
足
立
区
獣
医
師
会
に
よ
る
勳
物

の
飼
い
方
、
健
康
相
談
S

用
=
無
料

※
会
場
で
は
、
今
年
度
の
登
録
と
狂
犬

痾
予
防
注
射
が
済
ん
で
い
な
い
犬
の
登

録
、
注
射
も
行
い
ま
す
(
有
料
6
千
2
3
0

円
)

問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表1　犬の登録と狂犬病予防注射日程

7
月
の

献

血

日
時
等
―
上
表
の
と
お
り
問
先
=

東
京
東
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
佩

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

7月の献血日程

※ いずれも午前10時～11時30分
午後O時30分～3 時30分

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
　
わ
た
し
も
元
気

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生

活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日

程
等
―
表
2
の
と
お
り
S

用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

表2　 住区 健康フェ スティ バル日程

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
に
ご
協
力
を

職
親
を
さ
が
し
て
い
ま
す

区
で
は
仕
事
を
通
し
て
精
神
障
害

者
の
社
会
復
帰
を
援
助
し
て
く
だ
さ

る
事
業
所
(
職
親
)を
募
集
し
て
い
ま

す
。
職
親
制
度
(
通
院
愚
者
リ
(
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
)で
は
、仕
事
を

通
し
て
精
神
障
害
者
の
方
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
指
導
、
訓
練
し
て
く

だ
さ
る
事
業
所
に
対
し
て
、
経
済
的

援
助
を
行
い
ま
す
(

事
業
所
に
奨
励

兪
と
し
て
1

日
2

千
円

、
訓
練
生
に

手
当
と
し
て
1

日
千
円
支
給

。原
則

―
ヵ
月

、最
長
3

年
間
)
。ま
た

、関
係

職
員
の
支
援
も
行
い
ま
す

。
関
心
の

あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

間

先
=

足
立
作
業
馴
練
所

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

健康あ・ら・かると
で
か
け
よ
う

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

A
罕
き
ん
は
、
元
気

い
っ
ぱ
い
5
5歳
の
主
婦

で
す
。
健
康
に
は
自
信

が
あ
っ
た
の
で
、
病
院

へ
行
っ
た
こ
と
も
、
健

康
診
断
を
受
け
た
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
あ
る
時
、
友
人
の
B

さ
ん
が
、
入
院
し
た

と
い
う
知
ら
せ
を
聞
き
ま
し
た

。「
あ
ん

な
に
元
気
だ
っ
た
の
に
入
院
な
ん
て

・
:
」A
さ
ん
は
、シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
と

同
時
に

、
自
分
の
健
康
に
つ
い
て

も
自

信
が
な
ぐ
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。
そ

ん
な
と
き
、
偶
然
見
か
け
た
の
が
、
庄

区
健
康
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
ポ
ス

タ

ー
。
検
査
や
健
康
相
談
が
気
軽
に
受
け

ら
れ
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
勇
気
を
出
し

て
参
加
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
血
液
検
査
な
ど
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
成
人
病
予
防
や
骨
粗
し
ょ
う

症
予
防
な
ど
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
熟
心
に
パ
ネ
ル
を
見
る
人

や
真
剣
な
表
情
で
健
康
相
談
を
受
け
る

人
を
見
て
、
A
さ
ん
も
健
康
の
た
め
に

何
か
を
や
ひ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
A

さ
ん
は
、
参
加
者
同
士
の
話
し

合
い
や
医
師
の
話
か
ら
、
運
励

す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

い
う
'」と
を
知
り
、
ま
ず
始
め

た
の
が
1
日
1
万
歩
を
目
標
に

毎
日
歩
く
こ
と
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
る
た

め
に
は
定
期
的
な
健
康
チ
ェ
ッ

ク
と
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
大

切
で
歹
。
わ
か
っ
て
い
て
も
実

行
す
る
の
は
、
な
か
な
か
む
ず

か
し
い
も
の
。。身
近
な
仲
間
同

士
で
励
む
こ
と
の
で
き
る
儺
康

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
こ

う
'

と
始
ま
っ
た
住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

。
今
年
は
、
各
住
区
セ
ン
タ
ー

に
集
う
区
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
と
り
い

れ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す

。
近
く
の
住
区
セ
ン
タ
ー
へ
ち
ょ
っ

と
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か

。き
っ
と

、

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が

で
き
る
は
ず
・・・
。
ど
う
ぞ

、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

《

保
健
所
保
健
婦

》

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
足
立
区
農
産
初
共
進
会
野
菜
・
花
の

飃
示
即
売
7

月
1
日
(
土
)
、
正
午
/

竹
の
楸
第
6
公
園
野
球
場
/
足
立
農
業

搦
同
組
合

　
(
3
8
8
7
T
5
0
1

☆
あ
け
ぼ
の
ま
つ
り
7

月
2

日
(

日
)
、
午
前
1
0時
～
午
後
2
時
/
う
め

だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園
/
バ
ザ
ー
、
模
擬

店
等
/
竹
谷

(
3
8
4
8
)
1
1
9
0

☆
箏
と
尺
八
の
夕
べ
7

月
8

日
(

土
)
、
午
後
6
時
3
0分
開
演
/
エ
ル

ー

ソ
フ
ィ
ア
/
無
料
/
桝
田

(
3
8
8
1
)
1
4
4
8

☆
そ
よ
か
ぜ
の
会
阪
神
大
震
災
援
助
バ

ザ
ー
7

月
8
日
(
土
)
、午
前
1
0時
～

午
後
L
時
/
青
和
会
館
集
会
所
/
品
物
(

新
品
)
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
/
伊

康

　
(
3
8
4
9
)
9
6
4
3

□ 公開講座 「油絵教室
」 日時9 月30 ～10月28日の毎週土・ 日、午硬2 時～5 時 定員=20 人 費用=無料申込=往復ハガキに住所・氏名・性別・年齢・

「油絵教室希望」と明配のうえ郵送 期限=7 月5 日　場・申 ・問先= 都立淵江高 等学校 〒121 東保 木間2- 10- 1　 　3885―6971
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潮風まぶしい緑つつまれて
鋸 南自 然の家
7 月オ ープ ン

静かな内房の篦に面したまち千藥県鋸南町に、拵望の校

外学園攜設「嘱爾自然の家」が完成しました。元気な子供

たちカちやって来る夏休みを待つばかりとなっています。

ここは、他の校外学圃施設同様、学校の利用しないとき

にはsr陬の皆さんにも奘攻している旅31です。ぜひ一一度、

ご蒙族そろってでかけてみてはいかカ?て?すが丶

小
高
い
丘
の
上

見
晴
ら
し
は
抜
群

保
田
駅
で
一
章
を
降
り
、静
か
な
街

並
み
を
通
っ
て
1
0
分
ほ
ど
歩
け
ぱ
、目

指
す
『鋸
南
自
然
の
蒙
』は
鏨
冫
y
ぐ

そ
こ
で
す

。
ゆ
る
や
か

な
カ
ー
ブ
の
坂
邏
を
登
り
、
高
台
か
ら

戳

某

色
は
ま

さ
に
別
天
地
。
ず
ぱ
ら

し
い
自
然
が
、
肪
れ
る
人
か
廼

え
て

ぐ

れ
本
司

斉
い
空
と
深
い
山
々
の
緑
に
映
え
る
「
鋸
帛
自
然
の
衣
」

晴れた
日には大島 や伊

豆 半島
、富士山 ま でが見

渡せ ます

かれんな花も
目を楽しませ
てくれます

室
内
は
落
ち
つ
い
た

イ
メ
ー
ジ
で
統
一

1
階
の
ロ
ビ
ー
は
、
鬨
放
曠
あ
ふ
れ

る
吹
者
靫
け
。
羈
天
の
星
幸
矛
捐
か
れ

た
じ
ゅ
う
た
ん
が
散
き
つ
め
y
"
れ
て
い

穿
y
。
篩
ぐ
ラ
ウ
ン

ジ
に
は
χ
S
の
光
が
い
っ
ぱ
い
。
奥
の

食
黨
は
、
ゆ
っ
た
り
と
食
事
を
桑
し
め

夭
な
オ
シ
ャ
レ
な
造
り
に
な
っ
て

い
搴
y

まず、広々としたロビーがお出迎え

広々とした食堂で、くつろぎのひとときを…

採光にもpj S した明るい階段

モダンな照明が旅の雰囲気
を盛り上げます

周
辺
に
は
豊
か
な
自
然
と

見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い

「
鉋
甫
自
然
の
I

」
は
、
近
く
で
厩

水
暇
が
楽
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
コ

ー
ス
の
I
Q

グ
ラ
ウ
ン

ド
や

テ
ニ
ス
コ

ー
ト
な
ど
の
設
蠏
も
充
実
。

訪
れ
る
人
の
好

み
に
よ
り
、
様

々
な
遷
び
万
が

で

き
る
施
設
で

す
。ま
た
、鋸
南
町
に

は
、切
り

立
つ

岩
肌
で
有

名
な
「
鋸
山
(

の
こ
觜
り
や
ま
)
」が
あ
り
、ぜ
ひ

】度

は
行
っ
て

み
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

入
浴
し
な
が
り

狐
峇

稾

譱
も
*

し
め
赤
ず

爾の日にもレクリエーションホールがあるから人丈夾

遊 び疲れ
た 身

体 を 休 める和室

光るドームが印象的な「鋸爾自然の家」

海岸 に 咲く
ハマ 匕ルガオ

I 黜 鹸 衂 」・緲 騙 畊 飄j
は、区亅・z} 鑰さA4 二も- s している餡
夐 謇す。1・s 月うae倡月糾ヨし込み4a鏑
溷 ま簔了l ましたが。空き劃こついて
は濔在鳬甓鈔i j u 夲i j 皿g 塒lし
君みI sI劃こついてt l 。2 面を冫‘ ・ くだ
さい。
校 外 学 園 施 設 に つ い て の

お 問 い 合 わ せ は

‾r t 本 庁 嗇 ・校 外 孛 ● 係
3882- 1111n

装
い
も
新
た
に

山
中

湖
林
間
学
園

平成5 年から、開園しながら改
笳T 事を抒ってきたr 山中湖林間
学圃」も、このほど工事が完了し、
この7 月から利用できるようにな

りました。宿1 。や浴室は改築し、
新たに体育館を蕩設。より一層設
碕が充実したこの施設で、元気な
子供たちの声がこだまする日もも
うすぐです。

区
関
係
で
9
人
が
受
章

平
成
7
年
　春
の
叙
勲
・
褒
章

平

成
7

年

番

の
叙

勲

・

褒

章
の

受

章

肴

が

発

霖
さ

れ

、
区

関

佩

で
9

人

の

方

が

肝

れ
て

受

章

さ
れ

ま

し

た

。

こ

れ
に

倖

い

、
区

で

は
a

月
2
2

日

に

叙

勲

・

褒
竃

の

受

章

者
を

招

き

、

水

年

に

わ

た

る
社

会

へ
の

功

労

に

対
し

乖

謝

し

、

祝

碼
し

ま

し

た

。

今

回
の

受

章

者

は

、

次

の
万

々

で

す

。(

敬
称

略
)

Λ

叙

勲

受
章

書
v

▽
田

鳥

正
(
7
0
!

・・・
勲

三

等

瑞
宝

章

▽
楠

登
(
7
0

鑚
)

・・
・

勲
四
等
旭
日
小
綬
聿
▽
今
関
普
(
7
0

歳
)
・
:
熏
四
等
瑞
宝
章
▽
菊
地
祐
(
7
6

鎭
)
・
・
・
勲
五
等
双
光
旭
日
章
▽
依
田

弘
(
7
2
歳
)
・
・
・
勲
苙
等
双
光
鴈
日
竃
▽

栗
午
郎
(
8
3
歳
)
・
・
・
勲
五
等
珊
宝
章
▽

藤
波
正
壽
苟
!
-
:
勲
五
等
瑞
宝
章

▽
千
塰

萵
(
7
3
鐡
)・・
・
勲
七

等
青
色
桐

檠
章

Λ
褒
章
受
章
者
v

▽
新
井
廣
和
(
6
4

綫
)
・
;
黄
授
褒
章
A

総
務
課
v

PL 法って 何?
7 月1 日からPL 法( 製造物
責 任 法) が 施 行 されます
PL: ( Pr oduct 　Li abi l i t y) と は 、

「製造物責任」のことです

□
裂
造
初
責
在
(
P
L
)
法
と
は

①
製
品
の
欠
陥

に
よ

っ
て

②
生

命
、
身
体
ま
た
は
財
産
に
被
害
を
受
け

た
と

き

③
そ
の

裂
品
の
製
造
業
者
、

輸
入
業
考
な
ど
に
拱
害
陬
儻
を
求
め
る

こ

と
が
で
譬
Q

卜

律
で

す
。

□
今
ま
で
の
法
律
と
異
な
る
点

こ

れ
ま
で
の
民
法
で

呵

畏
癬
賠

儻

を
聊
求
す
る
曾

、
I

者
な
ど
の

湯
失
(
不
住
意
)
が
原
因
で
事
故

が
起
き

た
こ
と
を
、
霞
害
者
本
人
が
証
明
す
る

こ

と
が
必
要
で
し
た
。

P
L
法
施
行
練
は
、
製
品
の

欠
陬
が

原
因
で

事
故
が
起
き
た
こ
と
を
証
明
す

れ
ぱ
、
禍
害
賠
償
を

求
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
P
L
法

は
、
本
年
7
月
―
日

以
嘩
に
出
荷
さ
れ
た

製
品
か
ら
適
用
さ
れ

家
y
。

□
製
品
の
欠
陥
と
は
　

P
L
S

に
お
け
る

『
欠
陥
』
冫
ほ

、
人

的
損
害
(
生
命
や
身

体
に

か
か

わ
る

損

害
)
や
そ
の
製
造
物

以
外

の
勧

的
損

害
i

童
に
か
か

わ
る

損

害
)
を
も
た
ら

す

よ
う
な
裂
品
の
安
全

上
の
不
具

合
の
こ
と

を
い
い
ま

す
。
し
た

が
っ
て
、
安
侖
性
に
か
か
わ
&
な
い
品

賢
と
か
機
能
上
の
問
弯
は
、
P
L

法
の

「
欠
陥
」
に
は
当
た
ひ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

万
一
製
品
に
P
L

法
上
の
「
欠
陥
」
が

あ
っ
た
と
し
て
も
。拡
大
損
害
(
ケ
ガ
、

や
け
ど
、
発
火
に
よ
る
延
班
な
ど
)
が

発
生
し
て
い
な
い
塀
龠
は
、
P
L

法
で

損
害
賠
償
請
求
は
で

賣
i
甘
ん
。

□
対
象
と
な
る
輙
量
物
は
7

こ
の
法
律
で
は
、
「
糎
章
l
a
加
工

さ
れ
た
動
産
」
と
'
‘
藕
し
て
い
本
y
。

無
体
勧
(
サ

ー
ビ
ス

、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

な
ど
)
や

、未
加
工
の
農
林
畜
水
窟
物
、

不
勣
葬
g
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

。

□
欠
陥
の
判
断
は
7
。

欠
陥
の

有
無
は

、
い
ろ
い
る
な
事
情

を
縁
合
的
に
考
慮
し
て

、
そ
の
製
造
物

が
瀑
常
有
す
べ
き
安
全
性
奢
欠
い
て
い

た
か

ど
う
か

に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
ま

す

。も
し

、通

常
で
は
毒
え

ら
れ
な
い
よ

う

な
誤
っ
た

奬
用
方
法
に
よ
っ
て

事
故

が
お
き
た
と

き
に
は

、
製
品
に
「
欠
陥
」

は
無
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
こ
£
i
2

ヂ

。

□
損
害
賠
償
の
冊
求
先
は
?

欠
陥
の
蜃
必
裂
品
を
裂
造
し
た
裂
透

業
者

、
輸
入
業
者

、
製
蕀
物
に
氏
名
な

莓
詼
示
し
た
事
業

書
な
ど
で
y
。単
な

る
販
売
集
考
は
原
則

と
し
て
対
象
に
な
り

ま
せ
ん

。

□
消
一
書
の
皆
さ
ん

は

、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う

①
裂
品

を
賈
弓
畷
に

は

、製
品
の
仕
様

、

機
能

。
内
魯
夸
ま

ず
礎
認
す
る

。

②

便
用
す

る
際
に

は

、
表
示
や
取
り

扱
い

脱
明
書
を
よ

く
読
み

、
事
故
に

つ

な
が
る
よ
う
な

使
い

方
は

し

な

い

。

③
叫
品
の
保
守
・
点

愀

蛋
こ
ま
め
に
行
う

。

④
万
一
製
品
に
よ
る
事
故

が
発
生
し
た

場

合
は

、
あ
わ
て
ず

、
写
真
か
烝

つ

て
お
く
な
ど
の
焉
堤
の

状
況
か
優

認

し

、
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

。

被
害
に
あ
っ
た
場
合
は

。
消
費
者
セ

ン
タ
ー
に
も
ご
運
絳
く
だ
さ
い
。

霜

書
セ
ン
タ
ー
『・
糺
胎

ぱ

(
3
8
8
)
5
3
8
0

…

…

受
付
冊
間
-
午
前
9

時
I
午
後
5

時
(
土
・
日
・
習

話

お
休
み
で
す
)

や
さ
し
く
簡
単
に
理
解
で
き
る

PL
法
の
説
明
会

区
内
企
業
経
曾
者
の
方
を
対
象

に
、そ
の
内
容
や
対
処
法
等
に
つ

い
て
I
回
に
分
け
て
晩
明
金
を
行

い
本
す
。日
時
等
―
上
菱
場

所
―
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
一
貫
―

各
聊
人
賢
用
―
無
科
申
込
-

亀
話

、F
A
x

ま
た
は
(

ガ
キ
で

希
薯
口

、
座
所

、
会
社
名
、
申
込

人
数

、一

曙
番
号
を
ご
連
輅
く
だ

さ
い
(
当
日

直
接
来
場
可
)

申
先
L

足
立
郡
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
・

損
害
保
険
担
当

〒
a
千
住
仲
町

魯
(
5
2
4
4
T
3
1
3

F
A
x
(
5
2
4
4
)
7
3
1
4

問
先
―
中
央
太
町
庁
き
・
産
業
振

興
課
工
業
担
当

(
3
1
0
)
5
1
9
1

足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

PL 法説明会

● 躙 耨は 、 い ずオ1も四 岡 工 僉臘 所お よ び 各 企業主 催等 でPL 法 脱朝 会 を
行 って い るス ペ シャ リ スト で す 。§ 回 、同 一 内 色で す 。

新
た
な
鉄
道
(
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
)
の

導
入
を
め
ざ
し
て
…

環
七
高
遠
鉄
道
(
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
)
促

進
笏
蕭
会
の
平
臈
7

年
麌
母
会
が
さ
る
6

月
2
日

、
江
戸
川
区
の
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
で
行
わ
れ
黔
レ
た
。

こ
の
搦
繼
侖
は
。
足

立
、
葛
飾
、
江

戸
川
に
ま
た
が
る
爾
状
方
向
の
新
た

な

峡
遍
の
導
入
を
I

区
が
共
同
し
て
関

係

機
閧
に
強
く
働
き
か
け
ぷ
つ
と
、
昨
牢
1
1

月
に
発
足
し
た
も
の
で
す
。

総
会
で
は
、
3

区
の

将
来
の
ま
ち
づ

く
り
髻
華
謇
χ
た
交
乖
不
ツ
ト
ワ
ー
ク

の
必
要
性
、
財
源
対
偏
な
ど
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
、
東
京
都
等
へ
の
要
請
活

勦
・
P
R

蓿
畊
な
ど
の
S

巣
計
躑
を
侠

め
ま
し
た
。

足
立
区
で
は
、
新
繚
の
導
入
を
、
第

三
次
基
本
計
画
(
平
虞
5
年
廣
策
定
)
の

り
I
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ

て
お
り
、
日
暮
里
・
舎
人
繚
、
常
磐
釿

繍
の
早
期
実
現
と
ζ
S
に
、
東
西
交
通

軸
と
し
て
の
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
の
導
入

を
、
今
後
の
区
政
の
戛
襄
題
と
し
て

取
り
岨
ん
で
い
`
i
チ
。

問
先
!

千
住
本
庁
合
・
交
通
計
扁
諜

奠
3
1
T
1
1
1

㈹
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千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

福
祉
事
務
所
案
内

□
生
活
に
お
困
り
の
方

齊
気
で
働
け
な
く
な
り
収
入
が
飄
っ

た
と
き
な
ど
、
生
活
費
や
医
療
費
で
お

困
り
の
方
に
、
生
活
保
護
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

□
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
霞
が
必
妥
な
高
齢
者
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
6
5鐡
以
上
の
猥
た
き
り
ま

た
は
ひ
と
ひ
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
、
特

殊
寝
台
や
電
磁
調
理
器
な
ど
の
日
常
生

活
用
具
の
給
付
・
貸
与
等
を
行
っ
て
い

李
f
y。
寝
た
き
ひ
な
ど
で
常
に
介
護
を

必
要
と
し
同
時
に
在
宅
で
の
生
活
が
困

難
な
高
齢
者
に
、
特
別
費
護
参
人
ホ
ー

ム
入
所
の
相
談
を
行
っ
て
い
家
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、補
装
員
、

更
生
医
療
、
日
常
忠
E
用
具
や
住
宅
股

倣
改
善
費
の
給
付
、
ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
一
粲
や
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
障
唇
の
方
に
は
、

毎
月
第
4
木
曜
日
(
祝
日
の
場
合
は
翌

日
)
、午
後
1
時
～
4
時
に
手
話
通
訳
者

が
相
談
の
お
壬
昿
い
を
し
ま
す
。

□
知
的
障
害
者
(
児
)
の
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
障
害
者
(

児
)
の
援
霞
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の
相

腴
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母
子

覃
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金
や
就

職
支
度
金
な
ど
の
賃
付
、
母
子
寮
へ
の

入
所
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
指
定
の
国
民
宿
舎
な
ど
を
年
2

泊

、
無
料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で
提
供

す
る

「
ひ
と
ひ
観
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
」

の
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

□
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状
況

で
緊
急
に
保
護
を
求
め
る
場
合
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て
い

る
女
性
を
対
象
に
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
・・・
家
庭
相
談
員
が
家
庭
内

の
い
ろ
い
る
な
問
顧
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
て
い
求
f
'

▽
児
一

相
談
…
児
童

福
祉
司
が
、
子
供
の
養
育
や
障
害
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま

す

日
時
=
毎
週
月
・
木
曜
日
(
中
部

福
祉
事
務
所
は
木
一
日
の
み
)
、午
前
9

時
～
正
午

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
産
婦
の
い
る
家
庭
が
経
済
的
な
理

由
で
出
産
費
用
を
支
払
う
こ
と
が
困
難

な
場
台
、
無
料
ま
た
は
安
い
費
用
で
入

院
・
出
産
の
で
き
る
「
入
院
助
産
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

対
象
―
妊
娠
7
ヵ
月

以
上
の
区
民
/
前
年
度
所
得
税
が
1
万
6

千
8
0
0円以
下
の
世
帯

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
―
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　福祉事務所一覧表

『
乳
幼
児
医
療
証
』

現
況
届
を
お
送
り
し
ま
す

乳
幼
児
医
凍
証
を
お
持
ち
の
方
に
7

月
中
旬
に
現
況
届
を
郵
送
し
ま
す
。
こ

れ
は
1
0月
以
降
の
医
凍
証
の
発
行
に
必

要
に
な
る
書
頬
で
す
。
必
要
事
項
を
記

入
し
、
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
に
は
、
6
月
に
「
児
竃
手
当
の
現
況

届
」を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
「
乳
幼
児
医
療
証
の
現
況
届
」も

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
平
虞
4
年
9
月
生
ま
れ
ま
で
の
お
子

さ
ん
は
現
況
届
は
今
回
必
要
あ
り
ま
せ

ん

期
限
I
7
月
3
1日

間
先
=
千
住

本
庁
合
・
児
童
医
療
係

(
福
)
医
療
証
は

7
月
1
日
切
り
替
え
で
す

6
5臓
か
ら
6
9歳
ま
で
の
方
が
現
在
お

持
ち
の
嘛
医
家
証
は
、
6
月
3
0日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま

す
。
新
し
い
医
療
証

は
6
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。た
だ
し
、次

の
方
に
は
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

参
人
保

健
法
に
よ
る
医
療
受

給
者
証
を
お
持
ち
の

方
/
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
/

社
会
保
険
の
被
保
険
者
(
本
と
/

生

活
保
護
(
医
療
扶
助
)
受
給
中
の
方
/

制
限
額
を
超
え
る
所
縟
の
あ
る
方
(
表

2
)

間
先
1
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者

医
療
係

表2
平成7 年度・ 医療証
所得制限基準額表
( 7月1 日～8 年6 月30日)

※ 3 人以上については、原
則とし て扶養人数が1 人
増すごとに35万円を加算
します。

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
育
児
で
不

安
な
思
い
や
、
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
区
内
の
I
カ

所
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊
か
な
保
母

が
青
児
相
談
に
6
じ
て
い
ま
す
。
安
心

し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
は
電
話
お
よ
び
面
接
で

す
。

実
施
保
育
圃
・
相
談
日
=
▽
興

野
保
育
園
(西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
2
3
)

・
:毎
週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
1
2
9
-
6
)

・・・毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
1
1
0
)

・・・毎
週
火
・
土
離
日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

※
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5
時

間
先
=
千
住
本
庁
合
・
児
童
助
成
係

個
人
事
業
主
の
方
へ

足
立
区
生
業
資
金

対
象
1

般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
る
、
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
方
/
区
内
に
1
年

以
上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住

民
登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま

た
は
拡
充
が
目
的
/
庄
民
税
を
濳
納
し

て
い
な
い
/
礎
実
な
連
帯
保
匪
人
が
I

人
い
る

貸
付
額
1
1
世
帯
1
5
0
万
円
以

内
(
予
定
利
率
1
.
9
%、据
置
期
間
中
は
無

利
子
)

返
済
方
法
1
6
ヵ
月
据
え
置

き
後
6
0回
元
利
均
等
償
還

申
込
―
申

込
書
を
窓
口
に
持
参
(
用
紙
は
区
民
事

務
所
、福
祉
一
務
所
に
あ
n
爺
歹
。用
紙

交
付
は
7
月
3
日
か
ら
)

受
付
期
間
=
7

月
1
0日
～
2
1日

東
次
回
の
賃
付
(

平
成
7
年
度
第
3
回
)
は
。
1
0月
中
旬

に
受
け
付
け
を
予
定
し
て
い
ま
す

申

・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
貸
付
係

お

知
ら

せ

特
別
区
民
税
・
都
民
税

納
税
は
6
月
3
0日
ま
で
に

7
年
度
第
1
期
分
の
特
別
区
民
税
、

都
民
税
の
納
期
限
は
6
月
3
0日
で
す
。

お
早
め
に
銀
行
、
郵
便
局
な
ど
の
金
融

機
関
お
よ
び
区
役
所
、
区
民
事
務
所
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
第
1

期
分
に
は
今
年
度
限
り
の
特
別
鵬
税

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
減
税
額
は
所

辱
割
額
の
1
5
%相
当
額
(
2
万
円
が
限

度
)
で
す
。
均
等
創
。
利
子
割
お
よ
び

分
曜
課
税
に
か
か
る
所
得
割
は
減
税
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
先
―
中
央

本
町
庁
舎
・
課
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

教
育
研
究
所
の
就
学
相
談

教
育
研
究
所
で
は
、
来
年
4
月
に
小

学
校
へ
入
学
す
る
、
心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の

就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
育
の

場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か
な
ど
に

つ
い
て
、専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時
I
毎
週
月
卜
金
隔
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
I
午
後
5
時

※
ま
ず

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

場

・
申
・
問
先
―
教
育
研
究
所
・
就
学
相

諛
担
当

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

この一票　生かして迎える　新世紀

参議 院議員 選挙
< 東京都選出・比例代表選出>

投票日/7 月23日(日)
午前7 時～午後6 時

投
s
で
き
る
方
1
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
方
/
日
本
s
民
の
方
/
平
成
7
年
4
月
5

日
ま
で
に
足
立
区
に
転
入
届
を
済
ま
せ
、

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
方
/
昭
和
堕
T

月
2
4

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

投
習
所
入
場
整

理
雰
の
発
送
1
7
月
6
日
ご
ろ
か
ら

投
習

の
方
法
=
今
回
の
選
事
で
は
l
回
の
投
票
が

あ
り
ま
す
。
は
じ
め
に
東
京
都
選
出
の
投
票

用
紙
を
受
け
取
り
、
腆
補
者
名
を
書
い
て
投

票
し
ま
す
。
続
い
て
比
例
代
表
選
出
の
投
票

用
紙
を
受
け
取
り
、
政
党
名
等
を
書
い
て
投

票
し
て
く
だ
さ
い

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く
　
明
る
い
社
会

第
4
5回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
励
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
菲

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
の
な
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
、
法
務
省
の
呼
び
か

け
に
よ
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
区
で

は
、区
長
を
委
員
長
と
し
て
、保
護
司
会

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
協
力
を
得

て
、実
施
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

「
少
年
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
の

た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参
加
を
求

め
る
」
を
重
点
目
標
に
掲
げ
、
7
月
か

ら
8
月
に
か
け
て
、
区
内
各
地
域
で
ミ

ニ
集
会
や
講
演
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
広

報
活
励
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

□
7
月
3
日
(
月
)
に
駅
頭
活
動

当
日
は
、
午
前
8
時
か
ら
、
北
千
住

駅
、
綾
瀬
駅
、
西
新
井
駅
、
竹
ノ
獗
駅

の
各
駅
頭
で
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と

応
急
バ
ン
を
配
付
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

活
動
を
行
い
ま
す
。

□
B
B
S
運
動
と
は

非
行
少
年
の
更
生
や
非
行
防
止
の
た

め
、
人
間
愛
と
奉
仕
の
精
神
で
、
余
暇

を
活
用
し
て
種
々
の
実
践
活
動
を
行

い
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
自
主
的
な

青
年
運
動
で
す
。

問
先
一
千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

掲
示
板

□
同
和
対
策
事
業
「
製
靴
技
能
講
座
」

受
講
者
募
集

▽
ス
キ
・
折
込
コ
ー
ス
・
・
・
日
時
1
7
月

2
4
・
2
5
・
2
7
・
2
8
・
3
1
・
a
月
1
日
、

い
ず
れ
も
午
後
6

時
～
9

時
1
0分

定

員
1
1
4
人

費
用
―
無
料

申
込
=
7

月
3

・
4

日
、
午
前
9

時
～
午
後
7

時

に
直
接
窓
口
寥
た
は
一

話

▽
製
甲
コ
ー
ス
…
日
時
1
9

月
1

・
4

・
5

・
7

・
8

・
1
1
・
り一
・
1
4
日

、
い

ず
れ
も
午
後
6

時
～
9

時
1
0分

定
員
1
2
2

人

費
用
―
無
料

申
込
1
7

月
3
1

・
8

月
1

日

、
午
前
9
時
I

午
後
7

時
に
直
接
窓
口
ま
た
は
電
話

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
・
申
・
問
先
=

都
・
足
立
高
等
職
業

技
術
専
門
校
台
東
分
校
(
台
東
区
橋
場
1
1
1
1
6

都
立
産
業
労
働
会
館
内
)

　
(
3
8
7
6
)
2
9
6
1

□
ワ
ー
プ
ロ
入
門
(
初
級
)

日
時
1
7

月
2
4
日
s

罸
日

、
午
後
2
時
～
6

時

定
員
=
2
0
人
(
抽
選
)

費
用
―
無
料

申
込
a

往
復
(

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
「
ワ
ー
プ
ロ
入
門
希
望

」

と
明
記
の
上
郵
送

期
限
1
7
月
7
日

必
着

場
・
申
・
問
先
―
都
立
足
立
高

校
(
定
時
制
)
・
公
開
講
座
係

〒
圀
中

央
本
町
1
-
3
1
9

(
3
8
8
9
)
2
2
0
4
(
午
後
5
～
8

時
)

□
中
国
語
通
訳
に
よ
る
職
集
相
談

日

時
―
毎
週
火
・
木
癨
日
、
午
前
1
0時
～

午
後
4
時

対
象
―
国
内
で
正
規
に
就

労
で
き
る
中
国
人
等

問
先
=
(
ロ
ー

ワ
ー
ク
足
立
(
足
立
公
共
職
業
安
定
所
)

　
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

□
目
の
健
康
講
座

日

時
1
7
月
8

日
(
土
)
、午
後
o
時
3
0分
～
2
時
3
0分

場
所
―
有
楽
町
よ
み
う
ひ
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
=
子
供
の
目
の
健
康

講
師
=

丸
尾
簟
夫
氏
(
帝
京
大
学
教
授
)

費
用

―
無
料

申
込
=
(
ガ
キ
で
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
明
記

期
限
1
6
月
3
0日
消
印

有
効

申
・
問
先
l
東
京
都
眼
科
医
僉

「
目
の
健
康
講
座
」
係

〒
1
6
0新宿
区

四
谷
2
-
2
佐
藤
ビ
ル
4
階

(
3
3
5
3
)
8
3
8
3

□ 短期講 習「第1 種電気工 事士」日時= 基礎… 8 月22日から5 回　 理論・施工… 9 月12日から5 回、いずれ午後6 時 ～9 時l 0分　対象= 受験 が目的 の 方
定員=45 人( 抽選) 　 費用=1, 500 円　 受付=6 月27日、午後6 時までに直接来 校　問先= 都立足立高等職業技術専門校・能力開発係 　3605 ―6148
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国
保
・
年
金

障
害
・
遺
族
基
礎
(旧
母
子
)年
金

「
現
況
届
」の
提
出
を
忘
れ
ず
に

障
害
・
遺
族
基
礎
(
旧
母
子
)
年
金
を

受
け
て
い
る
次
の
方
に
は
、「
現
況
届
(
(

ガ
キ
)
」
が
6
月
3
0日
に
郵
送
さ
れ

ま
す
。2
0歳
前
の
病
気
や
け
が
に
よ
る

障
客
基
礎
年
金
の
受
給
者
/
福
祉
年
金

か
ら
切
ひ
替
え
ら
れ
た
障
害
基
礎
年
金

と
遺
族
基
礎
(旧
母
子
)
年
金
の
受
給
者

「
現
況
届
」は
、引
き
続
き
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。
必

要
事
項
を
配
入
、
押
印
の
う
え
、
お
近

く
の
区
民
事
務
所
で
証
明
を
受
け
た
の

ち
、
必
ず
r
月
3
1日
ま
で
に
国
民
年
金

踝
給
付
佩
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
同
時
に
「
所
得
審
査
」
も
行
い
ま

す
の
で
、
前
年
分
(
平
成
6
年
中
)
の

所
得
に
つ
い
て
の
区
民
税
の
申
告
を
済

ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
(
7
年
1
月
1

日
現
在
の
住
所
地
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
)
。
問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
給
付

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

2
0歳
に
な
っ
た
ら

学
生
の
方
も
加
入
手
続
き
を

平
成
3
年
4
月
か
ら
、2
0
歳
以
上
の

学
生
の
方
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。2
0
歳
か
ら
加
入
し
、

6
0歳
ま
で
の
4
0年
間
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、6
5歳
か
ら
満
額
の
年

金
受
給
資
格
が
確
保
さ
れ
ま
す
。寥
だ
、

不
慮
の
事
故
等
に
よ
っ
て
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
加
入
手
続
き
が
ま
だ
お

済
み
で
な
い
方
は
、
近
く
の
区
民
事
務

所
ま
た
は
、
国
民
年
金
課
で
手
続
登
t

し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は
、免
除
制
度
も
あ
り
零
歹
。

加
入
に
つ
い
て
は
・・・
問
先
=

中
央
本
町

庁
舎
・
適
用
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

免
除
に
つ
い
て
は
…
問
先
―
中
央
本
町

庁
舎
・
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

7

月

の

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と
に
、
足
立

社
会
保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま

す
。

日
時
=
7
月
5
日
(
水
)
、午
前
1
0時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
―
中
央
本
町
庁

舎
2
階
・
S
民
年
金
課
前

問
先
―
中

央
本
町
庁
舎
・
推
進
佩

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
指
定
旅
館

国
保
課
で
は
、
割
安
な
料
金
で
ご
利

用
に
な
れ
る
旅
館
等
を
東
京
近
県
に
指

定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
指
定
施
般

は
表
1
の
と
お
り
で
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

対
象
―
区
内
在
住
・
在

勧
の
方

方
法
―
施
設
へ
直
接
電
話
予

約
の
冫
瓦
、利
用
券
を
持
参
(
利
用
劵
は

国
保
ガ
イ
ド
4
3ペ
ー
ジ
に
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
。国
保
課
、区
民
事
務
所
に
も
あ

り
ま
す
)
。料
金
等
く
わ
し
く
は
直
接
施

設
へ
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

問

先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
健
康
保
険

課
庶
務
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
2

表1　 国保指定旅館案内表

保
険
証
の
再
交
付

国
民
健
康
保
険
証
を
紛
失
し
た
り
、

汚
し
た
p
じ
た
と
き
は
、
再
交
付
し
ま

す
。
印
か
ん
を
お
持
ち
の
う
气

窓
口

で
再
交
付
申
請
の
手
続
き
を
し
て
ぐ
だ

さ
い

。
保
険
証
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

申
請
日
に
す
ぐ
に
窓
口
で
受
け
取
り
た

い
場
合
は
、
官
公
署
発
行
の
証
明
窓
で

住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の
(
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
顔
写
真

付
き
で
特
殊
加
工
さ
れ
て
い
る
も
の
)

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
本
人
確
認
の
う

え
、
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
(
同
一
世

帯
の
方
の
申
請
も
可
)
。
申
先
―
各
区

民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

閥
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
佩

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

募

集

特
別
区
職
員
<
Ⅲ
類
・
保
健
婦
(
士
)
>

試
験
日
1
9
月
1
7
E
(日
)

採
用
予
定

―
平
成
8
年
4
月
1
日
以
降

職
種
・

採
用
予
定
数
等
―
表
2

郵
送
申
込
期

限
I
a
月
2
1日
消
印
有
効

持
参
申
込

期
間
=
▽
都
内
各
区
役
所
…
8
月
1
8日

～
2
2日

▽
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務

局
試
験
課・・・
8
月
1
8日
～
2
3日

※
い

ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
5
時

申
込

書
類
配
布
場
所
―
都
内
各
区
9
所
、
特

別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
試
験
課

申

・
問
先
―
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局

試
験
課

〒
1
0
2
千
代
田
区
九
段
北
1
1
1
1
4

東
京
区
政
会
館
内

(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

□
公
務
員
セ
ミ
ナ
ー
(
Ⅲ
類
)

日
時
1
8
月
1
8・
2
1日
、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
3
時
3
0分

場
所
L
東
京
区

政
会
館

内
容
―
各
区
の
特
色
等
(
足

立
区
は
1
8日
、
午
前
の
予
定
)

問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
人
事
係

表2　 職種および採用予定数等

足
立
区
職
員
(
保
母
)

選
考
=
9
月
1
0日
(
日
)

採
用
予
定
―

平
成
8
年
4
月
1
日
以
降

募
集
=
約
1
4

人
(
H
頬
)
・
若
千
名
(
Ⅲ
類
)

資

格
―
▽
H
類・・・
昭
和
4
1年
4
月
2
日
1
5
1

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
保
母

資
格
を
有
す
る
方
の
中
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
/
厚
生
大
臣
の
指

定
す
る
保
母
養
成
所
を
卒
業
(
平
成
8

年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
も
可
)
/

平
成
3
年
度
以
降
の
保
母
試
験
(
国
家

試
験
)
に
合
格
/
保
母
資
格
取
得
後
実

務
経
験
2
年
以
上

▽
Ⅲ
類・・・
昭
和
4
1

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
保

母
の
資
格
を
有
す
る
方

申
込
―
所
定

の
選
考
申
込
S
1
通
を
持
参
ま
た
は
郵

送
(
簡
易
S
留
に
限
る
)

受
付
時
間
―

午
前
9
時
～
午
後
5
時
(
土
・
日
躍
日

を
除
く
)

期
限
1
8

月
1
8日
消
印
有

効

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
人
事

係

〒
1
2
0
千
住
―
-
4
1
1
8

ご
み
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
店

「
R

の

お

店
」

区
で
は
。
商
業
活
動
を
通
じ
て
、
ご

み
の
減
l
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
充
き
や
商
店

街
を
「
ご
み
誠
一
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

店
R
の
お
店
」と
し
て
認
定
し
て
い
ま

す
。「R
の
お
店
」と
し
て
認
定
を
希
望

す
る
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
区
民
の
皆
さ
ん
は
、
身
近
に
あ

る
「R
の
お
店
」の
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

7 月

青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る

全
国
強
調
月
間
で
す

総
務
庁
で
は
、7
月
を
「
青
少
年
を

非
行
か
ら
ま
も
る
全
国
強
調
月
間
」

と
し
、非
行
防
止
の
た
め
の
全
国
的

な
運
助
を
展
開
す
る
よ
う
主
唱
し
て

い
ま
す
。
足
立
区
で
も
、
青
少
年
対

策
地
区
委
員
会
を

は
じ
め
と
し
て
、

関
係
団
体
に
よ
る

街
頭
指
導
や
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

講
演
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
枩

碆
全
育

鵑
活
励
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

□
平
成
6
年
の
足
立
区
に
お
け
る
少

年
非
行
の
概
要

少
年
非
行
は
、
昭

和
5
8年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
煩
向
に
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
5

年
か
ら
一

加

に
転
じ
て
い
ま
す
。

▽
少
年
非
行

・・・
補
導
さ
れ
た
非
行
少
年
は
1

千
9
3

人
で

、
前
年
よ
n
品
…一
人

、
6

・
8
%

増
加
し
ま
し
た

。内
容
は

、
万
引
き
、

オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
の
盗
み
な
ど

が
多
く
、
全
体
の
7
0
%を
占
め
て
い

ま
す
。中
心
年
齢
は
1
4～
1
6歳
で
、全

体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

女
子
補
導
数
は
2
7
7人で
、
前
年
よ
り

6
9人
、
3
3・
2
%

増
加
し

、全
体
に
占

め
る
割
合
も
5
%

上
昇
し
ま
し
た

。

▽
不
良
行
為
少
年
・・・
補
導
数
は
2

千
4
8
3

人
で

、
前
年
よ
り
3
7
2人

、
1
7
・
6
%

増
加
し
ま
し
た

。内
容
は

、深
夜
は

い
か
い
が
1
千
2
6
8

人
で
5
1・
1
%
、

喫
煙
が
8
0
7
人
で
3
2

・
5
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。
中
心
年

齢
は
1
6～
1
7歳
で
全
体
の
6
1・
8
%

を
占
め
て
い
ま
す
。
女
子
補
導
数
は
3
7
9

人
で
、
前
年
よ
ひ
8
9人
増
加
し
、

全
体
に
占
め
る
割
合
は
1
5・
3
%
と

な
n
ま
し
た
。
《
青
少
年
課
》

「ちょっとだけ… 」「面 倒くさい … 」が
大きな迷惑 に

や め よ う 放置 自転車
綾 瀬 駅 周 辺

区
内
各
駅
周
辺
3
0
0罵以

内
を
自
転
車
の
放
置
禁
止

区
域
に
指
定
し
て
い
ま

す
。
禁
止
区
域
に
放一
さ

れ
た
自
転
車
は
搬
去
し
て

駅
ご
と
の
自
転
車
移
送
所

に
運
び
保
管
し
ま
す
。
引

き
取
り
の
時
に
は
撤
去
料
2

千
円
を
徴
収
し
て
い
ま

す
。
駅
に
近
い
方
は
で
き

る
だ
け
徒
歩
で
、
自
転
車

を
利
用
す
る
場
合
は
、
必

ず
決
め
ら
れ
た
自
転
車
置

き
場
に
置
い
て
く
だ
さ

い
。
最
近
、
盗
難
自
転
車

の
駅
前
放
置
が
増
え
て
い

ま
す
。
盗
ま
れ
た
時
に
は

す
ぐ
一
察
に
盗
難
届
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
自
転
車

に
は
防
犯
登
録
を
す
る
と
と
も
に
住
所

と
名
前
を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

□
区
営
・
有
料
駐
車
場

▽
綾
瀬
柬
畦
車
一
・
:綾
瀬
3
-
1
1
1
6

　
(
3
6
0
5
)
2
5
6
3

▽
綾
瀬
西
駐
車
場
・・・
綾
瀬
4
-
1
1
1
1

　
(
3
6
2
8
)
3
9
0
7

▽
綾
瀬
南
駐
車
場
・
:硬
瀬
2
-
2
5
-
4

先

　
(
3
8
3
8
)
2
5
0
6

▽
綾
瀬
北
駐
車
場
・
:綾
瀬
3
-
2
2
-
1
4

　
(
5
6
8
2
)
2
7
1
2

▽
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
綾
瀬
・
:綾
瀬
3
I
9

　
(
5
2
4
4
)
7
3
1
3

□
区
営
・
無
料
駐
車
場

▽
綾
瀬
袋
構
駐
車
場
・
:綾
瀬
2
-
1
8
1
4

先
□
民
営
駐
車
場

▽
清
水
畦
車
場・
:綾
瀬
4
1
1
j
8

(
3
6
0
5
)
8
5
6
2

▽
中
川
畦
車
場
・・・
綾
瀬
4
-
1
1
6

　
(
3
6
0
5
)
8
5
3
9

▽
関
口
運
輸
・・・
東
綾
瀬
1
1
1
-
2
7

　
(
3
6
0
3
)
8
8
1
2

□
綾
瀬
駅
前
放
置
自
転
車
撤
去
先

北
綾
瀬
移
送
所
・・・
谷
中
1
-
8
1

狛一
先

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
佩

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

綾瀬駅周辺自 転車放置禁止区域

□ 短期購習「パソコン( シルバー 初級) 」　日時=8 月8 ～10日、午前9 時 ～午後4 時15分　対象=50 歳以上の方　定員=15 人( 抽選)費用=5, 800 円
受 付=7 月4 日、午後6 時までに直接来校　問先= 都立足立高等職業 技術専門校・能力開発係　　3605- 6148
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新
規
ス
ポ
ー
ツ
施
設
オ
ー
プ
ン

千
住
ス
ポ
ー
ツ
公
園

弓道

場

・

相

撲

場

現
在
建
般
中
の
北
千
住
公
菌
(
千
住

緑
町
2
-
1
1
1
)

に
本
格
的
な
弓
道

湯
・
相
撲
播
(
ホ
ー
ル
と
し
て
の
利
用

も
可
能
)・
会
議
室
が
7
月
1
日
か
ら
オ

ー
プ
ン
し
奪
歹
。
利
用
は
、
有
料
で
団

体
登
録
が
必
要
と
な
n
爺
歹
。
引
き
続

き
、
1
1月
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
3
面
が
、

平
威
8
年
t
月
に
は
運
励
場
も
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
。
公

園
の
名
称
を
千
住
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
変

更
し
ま
す
。

江
北
橋
緑
地
左
岸
野
球
場

7
月
1
日
か
ら
野
球
場
4
圜
(
爾
二

丁
目
先
)
、9
月
1
ぼ
か
ら
扇
野
球
妬
の

名
称
で
硬
式
野
球
が
可
能
な
野
球
場
1

茴
が
オ
ー
プ
ン
し
嫐
f
y。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
一
千
住
本
庁
舍
・
体
育
管
理
係

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1

㈹

水
上
バ
ス
に
乗
っ
て

親
と
子
の
水
辺
観
察
会
参
加
者
募
集

水
上
バ
ス
で
隅
田
川
、
荒
川
を
見
学

し
て
か
ら
、
葛
西
齬
浜
公
園
で
水
辺
に

い
る
魚
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
=
7

月
5
a
(
火
)
、
午
前
9
陦
～
午
後
1
時
3
0

分

集
合
=
水
上
バ
ス
両
国
発
苛
所
/
J
R

同
一
駅
徒
歩
』
分

解
散
L
葛

西
臨
海
水
族
園

対
一
I
区
内
在
住
の

小
学
1
年
生
以
上
の
お
子
麝
心
と
そ
の

保
護
者

定
a
1
4
0
組
程
度
(
抽
選
)

※
親
子
で
1
組
―
人
ま
で

費
用
―
無

料
(
集
合
場
所
ま
で
、お
よ
び
解
散
場
所

か
ら
の
交
通
費
は
自
己
負
担
・
昼
食
は

持
参
)

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に
参
加

者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、一
話

番
号
「
水
辺
観
察
侖
希
芦
石
明
記

期

限
1
7
月
1
0日
必
一

申
・
問
先
-
千

住
本
庁
舍
・
環
境
課
調
整
s
g
I
i
-
s千

住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

冷
蔵
庫
の
フ
ロ
ン
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

冷
蔵
廱
に
は
、
フ
ロ
ン
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
冷
蔵
庫
が
廃
棄
さ
れ
蔘
と
き

に
フ
ロ
ン
が
散
る
と
オ
ソ
ン
ー
を
破
敏

し
ま
す
。区
で
は
、オ
ソ
ン
ー
を
保
霞
す

る
た
め
、
フ
ロ
ン
回
収
業
者
の
協
力
を

得
て
、
廃
棄
さ
れ
る
冷
取
一
か
ら
フ
ロ

ン
を
回
収
し
て
い
ま
す
(
回
収
費
用
は

区
で
負
担
)
。冷
蔵
庫
を
廃
乗
す
る
と
き

は
、次
の
業
者
を
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。な

お
、
費
用
は
業
者
に
よ
り
異
な
n
ま
す

の
で
、直
接
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

□
フ
ロ
ン
回
収
事
業
協
力
業
者

▽
磯
部
産
業
㈱

(
3
8
9
9
T
9
5
2

▽
都
清
掃
㈱

3
6
0
6
)
0
1
3
5

▽
東
栄
興
業
㈱

(
3
8
9
7
)
8
6
0
6

▽
産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
㈱

(
a
x
D
7
)
0
2
3
6

▽
㈱
東
京
ク
リ
ア
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
5
)
8
6
2
0

問
先
一
千
住
本
庁
舎
・
環
境
課
調
整
佩

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

情 報 コ ー ナ ー
世 帯 と人 口 ( 7 年6 月1 日 現 在)
世 帯 261, 361
人 口 639, 020 人

男 324, 380人
女　 314, 640 人

青年センタ ーの 催 し
□ 気になる過去・現
在・ま東一世界の戦
争と日本の戦後
世界の現状を知る

とともに、日本の戦
後50 年 を 振り 返っ
て、未来に向け て私
たちが考えなけれぱ
ならないことはどん
なことなのかを探ります。 日時
辱= 上表のとおり 場所一臂年セ
ンタ ー 定員=30 人 費用一無科( 25
日のみ入館料・保諛料実費)

申 込一電話( 先糖順)
□ 第8 回手づくりいかだ レース参
加チーム募集
日時=10 月15日( 日) ※ A フェス
タ と|。陦儚曇催 墻所一荒111河川敷
「虹の広場」前 対象一小学校4 年
生以上の偉稟なゐ( j i蹲成されたチ
ーム 内容- スピ ードレース部門

… 般・1蓍皿( 2 人 乗 り) 、 高 校乖・20t t ( 2
人 乗 り) ※ 約1ax の周 回

コ ー ス で覬 い ます 。/ ア イデ アレ

ース 部 門 … 2n 柾( 5 人 以 内) ※ い

か だ の ア イ77 を 竸 い ます 費 用- 1

人 につ き1, ( x) ( FI ( 傷害 保 険 料

を 含 む) 申 込 一 所 定 の 申 込 用 紙
に て 申 込( 7 月1 日よ り 受 付開 始・

先 着 順) ※ 事 前點 胴 会 あり

――いずれも――

申 ・問 先 一 臂年 セン タ ー
890- 0061

ちびっこ野菜収穫
オリエンテーリング

日時- 7 月22日(土) 、午前9 時 集
合堤所一加平小学校 対象一区内
在住の小学生以下のお子さんとそ
の 親5n戡( 抽選) 内容一親子でク
イズをしな がら各農園を 回り、野
菜( ジャガイモ、小松菜、枝豆等)
を収穫し ます ※ 弁当、水とう、
軍 手、レ ジャーシ ート を持 参して
ください 費用一無料 申 込一往
復 ハガキに住所、 親子の氏 名、年
齢、電話番号、「ちぴっこ 野菜収穫
オリエンテーリング希望」と明記(
返信用にも住所、氏名を配入して
ください) 期限- 7 月7 日必着
主 催= 足立区 縟篳牛際肴クラブ

申 ・問先一中央本町庁舎・瘠淨係
〒120 中央本町1- 17- 1
3880―5118

あ だ ち ま つ り

A- F e s t a ' 95通信
最 近

ち ゃ ん
と

遊
ん で

ます
か ?

A- Fest a95 の闘 催 が 決 定し ま

し た 。 今年 のテ ー マ は 「昜 沂 ち ゃ
ん と 遊 んで ます か? 」。 あ゙ だ っ ち

ボ ー ル。 を は じ め と する い ろ い ろ
な 楽し い イ ベ ン トを 予 定o ち ゃん

と 遊 べ る2 日間 に な る、 そ ん な ま
つ りを 企画 し て い ま す。 また 、A

―Fe8t a" 95 記 念 グ ッズ も 販 売 し ま

す 。 今後 のイ ベ ント 情報 を お 楽し
み に。 実 施 予 定 日- 10 月14 ・15

日 場所 一 匍I 阿 川・ 虹 の 広 場、

北 千 住駅 西 口 等

□ プ ロ グラ ム広 告 を 募 集中!
く わし く は 区 民 まつ り 委 員 会 事

務 局 まで 。 問 先 一足 立 区 匣 まつ
り 委 員 会 事 務 局( 中 央 本 町 庁 舎 ・

地核 振 興 課 育 成 佩)

3880 ―5173

親子 で施設 見学 会

消費者センターで
「紙すき 」体 験

日時- 7 月26 ・27日、午前9B930
分～午後4 時( 予定) 見学一生物
園、ギ ャラクシティ、消費4 セン
タ ーなど 詞象一小学校3 年生 か
ら中学生までのお子さんとその保
護者 定員一各15組30人( 抽選)
費用一無料( 屋舎の準備をお 願い
し ます) 申込一往榎ハガキに住

所、親子の氏名、年齢、電晒書号、
希望 日、「施設見 学会希望」と明記
※ ハガ キ1 通で親子1 組まで。重
複は無効 期限- 7 月1 日必4
申・問先一千住本庁舎 ・広報課
〒120 千住1- 4- 18
3882―1111㈹

女 と 男 の フ リ ー ス ペ ー ス

「女のコ」症候群ってなに?
幼児から20歳代後半まで幅広い

層をカバーするコトバ 「女のコ」、
かわいいと言われることが一番ウ
レシイとか…。でもそれだけでし
ょうカ丶 彼女たちは何をどう考え
ているのでしょう。いまどきの 女゙
のコ事情。について語り 合つてみ
ませんか。 日時- 7 月6 日( 木) 、
午前1(跨 ～正午 対象一区内在住

・布寥7・在学の方 ゲストー矢口
悦子氏( お茶の水女子大学講師)
定員- 20 人 費用一無料 申込一
電話( 先着順) ※ 2 歳 から孚齢前
まで のお子 さん の保育を 行い ま
す。希望者は6 月30日までに申し
込んでください( 10人 まで、当日受T

可不同丿 場・申・問先一女性総
合センタ ー　3880 ―5222

郷土芸能大会
日時- 7 月9B( 日) 、午前11時開
演 場所- ギャラクシティ・西新
井文化ホール 内容- おIW芋 の演
奏 費用一無料 申込一当 日直接
会堤へ 問先一郷土博物館
3620 ―9393

東部・西 部障害福祉総合センター

「夏休み陶芸教室」参加者募集
日時等一下 表のとおり 定員一各
コース10人( 抽選) 費用=1001円(
粘十代) 申 込一往復ハガ キに住
所、氏名、年齢、電話歯号、希望
するコースを明記し て、 参加を希
望するセンタ ーへ郵送 期限- 7

月1 日消印有効 申・問先一東部

障害福祉総合センタ ー 〒121 神
明 南2- 6- 18 　5682 ―5370
西ss 旱- 福祉総l aiセンター
〒123 谷在家3 ―13―1
3853―0632

陶 芸 教 室 日 程

※ いずれのコースも3 日 間続けて参加してください。

臨時休館・休園のお知らせ
□ 図書館
図● 特別轄磚!のため次のとおり

休館し ます。他の囿書館をご利用<
ださい。 　やよい図書館 ・東

和図書館・舎人図書館・興本図書
館- 7 月7 日～16日 　保壌図書館- 7

月8 日～17日 問先一中央図
書館 　3840―4646
□ 生涯学習館
殺虫消毒作業のため、7 月1 日(

二辷)、生涯学習館は全館、休館し

ます。また、7 月2 日( 日) は別館
のみ休館し ます。次の期間は放送
大学単位馭 定試験等のため、生涯
学習館の一般貸し 出しを中止し ま
す。 期間- 7 月22日 ～8 月6 日、8
月17日～24日 間先一生唾学習

貴官I T3605 ―7181
□ 公園
島根中掘公圃および関原分校跡

公園は、改自工事のた め7 月上旬
から平 虞8 年3 月ころ まで利用で
きません。 問先一中央本町庁舎
・公園課 　3880―5261

◎「あ だち広 報」は再生紙を使 用し てい ます Hi . O. T. 　240, 000


